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作成に至った背景

● 災害ハザードマップの知名度が低い。

● 庄内は季節の変化が激しく、避難所を探しにくい。

● 地震の避難所といっても市内には色々ある。



  

ハザードマップの問題点

● ハザードマップに書かれてある情報が正しいと限ら
ない。

● 避難する場所が近くにあっても，冬場は雪などで塞
がれる可能性がある。

● Web化するとインターネットの使い方が分からない
人にとっては使いにくくなるし，停電時は全く使えな
くなる。



  

提案

● 季節変化が厳しい庄内でも使えるように，季節に
よって避難所の切り替えができる機能を付ける

● 現在地付近の避難所が安全なのかを知れるシステ
ムを作成する。

● インターネットが遮断された時を想定して印刷する
ことができる機能を実装する。



  

ハザードマップの機能

● 位置情報を読みこむ機
能

● 緯度経度表示機能

● 避難所の切り替え機能

● 印刷機能



  

ハザードマップの構成要素

● Leaflet
● jQuery
● 国土交通省の地図

データ



  

考察

被検者にはQRコードを読み取ってもらい、できない
人にはURLを直接打ち込んで参加してもらう。

● 作成したWebハザードマップを実際に使ってもらい，
良い点、改善すべき点の両方を答えてもらう。



  

研究成果

良い点としては
● 津波到達範囲が色付けされていて分りやすい」
● 「どこの避難所が安全なのか目で見て理解できる」

という意見が挙げられた。

改善すべき点としては
● 「文字をもう少し大きくして欲しい」という点と
● 「分りやすい解説書がほしい」

　　　　　　　　　　という意見が挙げられた。



  

結論

● 考察を踏まえ，実装されたシステムが高評価だった
ので，被験者の防災意識を高めることに役立てるこ
とができた。

● 人の命に関わるかもしれない責任のある研究だっ
ため，卒業研究を行うのが大変だった。

● ハザードマップを作るには土地の環境や地質を理
解し，大切だと分かった。



  

今後の展望

● 本研究は酒田市のみを範囲と定めて作成したの
で、県の全域に範囲を拡張させることを次の目標　
として考えている。

● 地震と津波のみならず、台風や洪水のハザードマッ
プにも本研究での経験を応用させることを次の目
標として考えている。

● 本研究におけるシステムは災害のみならず，農業な
どの分野にも応用することができると考えている。
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